
出欠の扱いについて (Attendance policy) 

 遅刻・早退は原点します。 
活動時間 
Activity 

Duration 
出席区分 

開始からの時間 Time from the 
start 

扱い It is treated as 

1 時間 
遅刻 

00min 01sec～10 min 00sec 遅刻 (50% attendance) 
10min 01sec～ 欠席 

早退 
～49min 59sec 欠席 

50min 00sec～60min 00sec 遅刻 (50% attendance) 

1.5 時間 
(90 分) 

遅刻 
00min 01sec～15 min 00sec 遅刻 (50% attendance) 
15min 01sec～ 欠席 

早退 
～74min 59sec 欠席 

75min 00sec～90min 00sec 遅刻 (50% attendance) 

2 時間 
(120 分) 

遅刻 
00min 01sec～20min 00sec 遅刻 (50% attendance) 
20min 01sec 欠席 

早退 
～99min 59sec 欠席 

100min 00sec～120min 00sec 遅刻 (50% attendance) 
 
公欠制度等はありませんので、欠席する場合は他の必修活動で補填してください。従っ
て、必修活動時間には余裕を持って参加してください。 
病気や正課授業などの正当な配慮すべき事情がある場合は診断書等の事前提出により対応
を個別に検討します。部活動による欠席は認めません。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



提出物遅延・未提出に関する罰則規定 
 
1. 提出期限と遅延の定義 
・提出期限: 各課題に指定された日時が提出期限となります。提出方法は別途指示に従

ってください。 
・遅延: 提出期限を 1 分でも過ぎた場合、その提出物は遅延と見なされます。 
・未提出: 提出期限から 24 時間を経過しても提出がない場合、その課題は未提出と見な

されます。 
 
2. 罰則の内容 
遅延または未提出の課題には、以下のペナルティが適用されます。 
・提出期限から 24 時間以内の提出: 獲得点数から 50%減点 
・提出期限から 24 時間を超えた場合、未提出の場合: 課題の評価は 0点となります。 

 
3. 例外規定（特別な事情がある場合） 
疾病、忌引き、その他プログラム運営側が認めるやむを得ない事情により提出期限の延
長が必要な場合は、以下の手続きに従ってください。 
・事前連絡: 提出期限前に、速やかに京都サマープログラム事務局へ理由を明記し、延

長希望の旨を連絡してください。 
・証明書の提出: 状況を証明する公的な書類（例: 診断書など）の提出を求めます。 
・承認: 提出期限の延長は、京都サマープログラム事務局の承認をもって適用されま

す。事後の連絡は原則として認められません。 
 


